
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
所定の測定条件下で測定した測定値を記憶部に記憶させると共に表示部に表示し、かつ、
当該測定条件下における測定値の最大値と既に測定された異なる測定条件下における測定
値の最大値とを比較し、より大きな値を最大値として更新した後に前記記憶部に記憶させ
、予め規定されたすべての測定条件についての測定を終了した後に前記記憶部に記憶され
ている最大値を前記表示部に表示可能に構成されている において、
前記表示部は、前記所定の測定条件下で測定された測定値を表示する際に前記記憶部に記
憶されている最大値を共に表示

する こ
とを特徴とする 。
【請求項２】
前記測定条件を自動的に設定する測定条件設定部を備えていることを特徴とする請求項

載の 。
【請求項３】
前記測定条件設定部による測定条件の設定時毎に、設定された旨を報知す とを特徴と
する請求項 記載の 。
【請求項４】
前記記憶部は、前記測定値と共に当該測定値に対応する測定条件を記憶し、前記表示部は
、前記所定の測定条件下で測定された測定値、 前記更新後の最大 少なくとも１
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つを表示する際に、当該表示する測定値に対応する測定条件を共に表示することを特徴と
する請求項１から のいずれかに記載の 。
【請求項５】
前記表示部は、前記測定条件を図形で表示することを特徴とする請求項 記載の

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、同一または異なる測定条件下で同種の測定を繰り返し実行し、測定後の測定値
をその都度表示すると共に、測定後に測定値の最大 表示可能に構成した に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、漏れ電流計を用いて被測定装置の漏れ電流を測定する場合、被測定装置に接続さ
れる電源線およびグランド線の接続状態の相違によって漏れ電流値が異なる。このため、
想定されるすべての測定条件下において漏れ電流が許容値内に入っていることを確認する
ために、種々の測定条件下で測定している。具体的には、漏れ電流は、例えば、３つの結
線条件と２つの極性条件とを組み合わせた６種の測定条件下で測定されている。ここで、
結線条件としては、例えば、図５に示すように単相交流の２本の電源線５１，５２および
１本のグランド線５３が正常に結線されている正常結線状態、並びに、図６に示すように
いずれか１本の電源線５２が断線している状態、および図７に示すようにグランド線５３
が断線している状態からなる単一故障状態がある。また、極性条件としては、例えば、図
８に示すように電源線５１，５２の極性が正相で接続されている正相接続状態、および図
９に示すように電源線５１，５２の極性が逆相で接続されている逆相接続状態がある。こ
のような種々の測定条件下において漏れ電流を測定し、測定した漏れ電流値を表示する方
法として、以下に示す測定処理が従来 一般的に行われている。
【０００３】
図１０に示すように、従来の では、まず、所定の結線状態に初期設定する（ス
テップ６１）。次いで、漏れ電流を測定し（ステップ６２）、得られた測定結果をメモリ
に保持すると共に表示部に表示する（ステップ６３）。具体的には、図１１に示すように
、表示部７１の中央の位置７２に漏れ電流値を表示し、上部の位置７３には、漏れ電流値
が許容値内のときには、正常である旨を意味する「ＰＡＳＳ」の文字を表示し、許容値を
外れているときには、不良である旨を意味する「ＦＡＩＬ」の文字を表示する。同図では
、漏れ電流値が許容値内にあるため、「ＰＡＳＳ」の文字を表示している。次いで、すべ
ての測定条件下で測定した否かを判別し（ステップ６４）、すべての測定条件下で測定し
ていないと判別したときは、測定条件を次の条件に切り替え（ステップ６５）、その後、
ステップ６２に戻り、ステップ６３～ステップ６５を繰り返す。一方、すべての測定条件
下で測定を実行したと判別したときには、表示部７１には、図１１に示す表示内容に代え
て、図１２に示す測定結果が一覧表示される。
【０００４】
なお、図１２に示す一覧表示画面では、その上部左欄に、番号（Ｎｏ．）が表示され、そ
の右欄に、測定値を意味する「 Measurement Value 」、極性条件を意味する「 Polarity 
」、結線条件を意味する「 Condition」、および測定値が許容値内に入っているか否かの
測定結果を意味する「 Result」が表示されている。また、同図中の極性条件の欄における
「 Normal」および「 Reverse 」の文字は、正相接続状態および逆相接続状態をそれぞれ示
し、結線条件の欄における「 N.C 」、「 S.F.C.1 」および「 S.F.C.2 」の記号は、正常結
線状態、電源線が断線した単一故障状態、およびグランド線が断線した単一故障状態をそ
れぞれ示している。この結果、測定者は、表示部７１の表示画面を監視することにより、
Ｎｏ６の測定条件下において測定した漏れ電流が許容値を超え、他の測定条件下では許容
値内に入っていることを確認することができる。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、従来の漏れ電流 は、以下の問題点がある。
すなわち、従来の では、漏れ電流の測定結果が表示されるのは、すべての測定
条件下での測定が終了した後に限られている。このため、測定終了までは、測定値が許容
値を外れたか否かの確認、つまり被測定装置の良否を判別を行うことができない。したが
って、測定値が許容値を外れたときには、その後の測定は本来不要であるにも拘わらず、
未測定の測定条件についてもすべて測定しなければならず、測定時間の不要な長時間化を
招いているという問題点がある。また、本来、被測定装置の良否を判定する場合、測定値
の最大値が許容値を外れているか否かを確認できればよい。これに対し、従来の

では、すべての測定条件下におけるそれぞれの測定結果を一覧表示させている。したが
って、数多くの測定条件がある場合には、１つの画面には一覧表示することができないた
め、表示画面の階層を多くする必要がある結果、測定値の最大値を検索するための画面操
作が煩雑になるという問題点もある。
【０００６】
本発明は、かかる問題点に鑑みてなされたものであり、測定値の最大 測定時間内の随
時に確認することが可能 な を提供す
ることを主目的 る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成すべく請求項１記載の は、所定の測定条件下で測定した測定値
を記憶部に記憶させると共に表示部に表示し、かつ、当該測定条件下における測定値の最
大値と既に測定された異なる測定条件下における測定値の最大値とを比較し、より大きな
値を最大値として更新した後に前記記憶部に記憶させ、予め規定されたすべての測定条件
についての測定を終了した後に前記記憶部に記憶されている最大値を前記表示部に表示可
能に構成されている において、前記表示部は、前記所定の測定条件下で測定さ
れた測定値を表示する際に前記記憶部に記憶されている最大値を共に表示

する ことを特徴と
する。
【０００８】
請求項 載の では 定の測定条件下で測定された測定値が表示部に表示さ
れ、その際に、既に異なる条件下で測定されている測定値の最大 合わせて表示部に表
示される。したがって、測定終了後まで待たなくても、その時までに測定された測定値の
最大値または最小値を直ちに確認することが可能となる。

【０００９】
請求項 記載の は、請求項 載の において、測定条件を自動的に
設定する測定条件設定部を備えていることを特徴とする。
【００１０】
この では、測定条件設定部が測定条件を自動的に設定する。したがって、測定
者は、自動測定中の任意の時に、表示部の表示内容を確認することによって、表示されて
いる最大 許容値を外れているか否かを確認することが可能とな
【００１１】
請求項 記載の は、請求項 記載の において、測定条件設定部によ
る測定条件の設定時毎に、設定された旨を報知す とを特徴とする。
【００１２】
この では 定条件設定部によって測定条件が設定された都度、設定された旨
を報知する。したがって、測定条件の設定に、ある程度の時間が必要とされるときには、
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測定者は 知の都度、表示部の表示内容を確認することにより、測定を継続すべきか否
かを判別することが可能となる。この結果、 に対する連続的な監視が不要にな
るため、測定時間を実質的に短縮することが可能となる。
【００１３】
請求項 記載の は、請求項１から のいずれかに記載の において、
前記記憶部は、前記測定値と共に当該測定値に対応する測定条件を記憶し、前記表示部は
、前記所定の測定条件下で測定された測定値、 前記更新後の最大 少なくとも１
つを表示する際に、当該表示する測定値に対応する測定条件を共に表示することを特徴と
する。
【００１４】
この では、表示部の表示内容を確認することにより、例えば、許容値を外れた
最大 測定された測定条件を直ちに理解することが可能となる。この結果、被測定装置
の故障解析などに役立てることが可能となる。
【００１５】
請求項 記載の は、請求項 記載の において、表示部は、測定条件
を図形で表示することを特徴とする。
【００１６】
この では、現在測定された測定値、および既に測定された最 測定値にそれ
ぞれ対応する測定条件が図形で表示される。このため、測定者は、表示部に表示されてい
る測定値に対応する測定条件を直感的に理解することが可能となる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照して、本発明に係る 実施の形態について説明する。
【００１８】
図１は、漏れ電流計１の構成を表すブロック図である。同図に示すように、漏れ電流計１
は、条件設定部２、測定部３、Ａ／Ｄ変換部４、ＣＰＵ５、ＲＡＭ６、ＲＯＭ７、ＬＣＤ
コントローラ８、ＶＲＡＭ９、ＬＣＤ１０、設定キー１１、並び 知部に相当する報知
部１３を備えている。
【００１９】
条件設定部２は、ＣＰＵ５から出力される設定信号に従って、被測定装置に接続される単
相交流用の電源ラインの極性を正相または逆相に制御したり、電源線またはグランド線を
断線状態に制御したりすることにより、前述した６つの測定条件を順次自動的に切り替え
て設定する。測定部３は、電流検出用抵抗と、電流検出用抵抗の両端に発生した電圧を所
定の比率で増幅または減衰させることにより検出電圧を生成するレンジ回路と、検出電圧
を検波することにより直流電圧を生成する検波回路と、直流電圧に基づいて漏れ電流値を
演算する演算回路（いずれも図示せず）とを備えている。この測定部３では、例えば、条
件設定部２を介して被測定装置に接続される電源線のいずれか一方と装置筐体との間に電
流検出用抵抗を直列接続することにより、電流検出用抵抗が、その両端に発生する電圧を
検出する。次いで、レンジ回路が、検出された電圧を所定電圧の検出電圧にした後、検波
回路が、検出電圧を整流することによって生成した直流電圧を演算回路に出力する。この
後、演算回路が、直流電圧およびレンジ回路の比率に基づき、演算によって漏れ電流値を
測定する。Ａ／Ｄ変換部４は、測定部３の測定値をアナログ－ディジタル変換し、変換し
た測定値をＣＰＵ５に出力する。
【００２０】
ＣＰＵ５は、Ａ／Ｄ変換部４によって変換された測定値と、その測定値が測定された測定
条件とを対にしてＲＡＭ６に記憶させると共に、測定値および測定条件をＬＣＤ１０に表
示させる。また、ＣＰＵ５は、同一または異なる測定条件において既に測定が行われ、既
に測定された測定値と、そのうちの最大値とがＲＡＭ６に記憶されている場合には、その
最大値と、今回測定された測定値とを比較し、より大きな値を最大値として更新した後、
更新した最大値およびその測定条件を対にしてＲＡＭ６に記憶させる。さらに、ＣＰＵ５
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は、最大値が、ＲＡＭ６に記憶されている許容値を超えたか否かを判別し、超えたと判別
したときには、漏れ電流の測定を停止させると共に、被測定装置が不良の旨をＬＣＤ１０
に表示させる。ＲＡＭ６は、本発明における記憶部に相当し、測定されたすべての測定値
および最大値、これらの測定値に対応する測定条件、並びに図外のキーボードなどによっ
て入力された許容値を初めとする各種データを一時的に記憶する。ＲＯＭ７は、ＣＰＵ５
の制御プラグラムや、ＬＣＤ１０に測定条件を表示させる際の図形データなどを記憶する
。また、ＬＣＤコントローラ８は、ＬＣＤ１０の表示を制御し、ＶＲＡＭ９は、ＲＯＭ７
に記憶されている図形データや、ＬＣＤ１０に表示する測定値などの各種データを一時的
に記憶する。
【００２１】
ＬＣＤ１０は、図２に示すように、表示画面１２を左右２つの画面に分割して表示し、左
側画面１２ａに測定値の最大値を表示し、右側画面１２ｂに今回測定した測定値を表示す
る。より具体的には、左側画面１２ａでは、左上部の位置２１に、「最大値」の文字が表
示され、右上部の位置２２に、許容値以下であるか否かの測定結果を表す文字が表示され
る。なお、測定結果が許容値以下のときには、「ＰＡＳＳ」の文字が表示され、許容値を
超えるときには、「ＦＡＩＬ」の文字が表示される。また、中央部の位置２３には、最大
値が表示され、左下部の位置２４および中央下部の位置２５には、極性条件を示す図形、
および結線条件を示す図形がそれぞれ表示され、右下部の位置には、最大値表示画面の表
示内容をクリアするために使用される設定キー１１が設けられている。
【００２２】
一方、右側画面１２ｂでは、左上部の位置３１に、今回測定された測定値であることを示
す「測定値」の文字が表示され、右上部の位置３２には、許容値以下であるか否かの測定
結果を表す文字が表示される。なお、測定結果が許容値以下のときには、「ＰＡＳＳ」の
文字が表示され、許容値を超えるときには、「ＦＡＩＬ」の文字が表示される。また、中
央部の位置３３には、測定値が表示され、左下部の位置３４および中央下部の位置３５に
は、極性条件を示す図形、および結線条件を示す図形がそれぞれ表示される。
【００２３】
なお、極性条件を示す図形としては、図３（ａ）に示す図形が、図８に示す正相接続状態
に対応させられ、図３（ｂ）に示す図形が、図９に示す逆相接続状態に対応させられてい
る。また、結線条件を示す図形としては、図３（ｃ）に示す図形が、図５に示す正常結線
状態に対応させられ、図３（ｄ）に示す図形が、図６に示す電源線が断線している単一故
障状態に対応させられ、図３（ｅ）に示す図形が、図７に示すグランド線が断線している
単一故障状態に対応させられている。
【００２４】
また、報知部１３は、特に限定されないが、ブザーを備えて構成されており、ＣＰＵ５の
制御下で、条件設定部２によって測定条件が設定される都度、ブザー音を放音する。また
、後述するように、測定値の最大値が許容値を外れて測定が終了された際にも、測定条件
の設定の際に放音されるブザー音に対して容易に識別できるブザー音を放音する。なお、
例えば、ブザー音の周波数を変えたり、連続音または断続音などによって両ブザー音を互
いに識別することができる。
【００２５】
次に、漏れ電流計１における自動測定処理について、図４に示すフローチャートを参照し
て説明する。
【００２６】
この処理では、まず、ＣＰＵ５によって条件設定部２に設定信号が出力されることにより
、条件設定部２が、２本の電源線と１本のグランド線とを所定の接続条件に初期設定する
（ステップ４１）。この際、報知部３１によるブザー音の報知が行われる。次いで、測定
部３が漏れ電流を測定する（ステップ４２）。次に、ＣＰＵ５は、測定部３によって測定
された測定値を、その際の測定条件と共にＲＡＭ６に保持させ、同時に、ＬＣＤコントロ
ーラ８に対し、測定値、「測定値」の文字、許容値以下であるか否かの測定結果を表す文
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字をＬＣＤ１０の右側画面１２ｂに表示させる（ステップ４３）。この際、ＣＰＵ５は、
測定した際の極性および結線についての測定条件に対応する図形データをＲＯＭ７から読
み出し、読み出した図形データをＬＣＤコントローラ８に出力する。一方、ＬＣＤコント
ローラ８は、図形データを一時的にＶＲＡＭ９に記憶させると共に、ＶＲＡＭ９から読み
出して、その図形をＬＣＤ１０に表示させる。
【００２７】
次に、ＣＰＵ５は、最大値がＲＡＭ６に既に記憶されているときには、今回測定した測定
値がその最大値よりも大きいか否かを判別する（ステップ４４）。ＣＰＵ５は、大きいと
判別したときには、今回測定した測定値を最大値として更新して測定条件と共にＲＡＭ６
に保持させ、かつ、ＬＣＤ１０の左側画面１２ａに、更新した最大値、その測定条件に対
応する図形、および許容値以下であるか否かの測定結果を表す文字を表示させる（ステッ
プ４５）。
【００２８】
一方、ステップ４４において、最大値がＲＡＭ６に記憶されていないと判別したとき、お
よびステップ４５において最大値を更新したときには、ＣＰＵ５は、測定値が許容値を超
えているか否かを判別する（ステップ４６）。許容値を超えていると判別したときは、Ｃ
ＰＵ５は、両画面１２ａ，１２ｂのそれぞれの位置に、許容値を超えて不良である旨を意
味する「Ｆ ＩＬ」の文字、および測定条件などの必要表示事項を表示させる（ステップ
４７）と共に報知部１３に対してブザー音を放音させ、他の測定条件についての測定を行
うことなく、この処理を終了する。これにより、不要な測定を省略することにより、測定
時間の短縮を図ることができると共に、測定者は、ブザー音により測定が終了した旨を容
易に知ることができる。
【００２９】
一方、ステップ４６において許容値を超えていないと判別したときには、ＣＰＵ５は、許
容値を超えていない旨を意味する「ＰＡＳＳ」の文字を両画面１２ａ，１２ｂのそれぞれ
の右上部の位置２２，３２に表示させた後、すべての測定条件で測定したか否かを判別す
る（ステップ４８）。ＣＰＵ５は、すべての測定条件で測定したと判別したときには、こ
の処理を終了し、終了していないと判別したときには、条件設定部２に対して、次の接続
条件に対応する設定信号を出力する。これにより、条件設定部２は、設定信号に基づいて
測定条件を切り替える（ステップ４９）。この後、ＣＰＵ５は、ステップ４２に戻って測
定を行い、ステップ４３～ステップ４９を繰り返した後、ステップ４８において、すべて
の測定条件での測定を終了したと判別したときに、この処理を終了する。なお、すべての
測定が終了した際に、報知部１３が前述したブザー音とは異なる種類のブザー音を放音す
るように構成してもよい。この場合には、測定者は、被測定装置の漏れ電流が許容値内に
あることを容易に知ることができる。
【００３０】
以上のように、この漏れ電流計１では、測定者は、測定中の測定値を随時確認することが
でき、その時点における最大値を容易に確認することもできる。このため、その時点にお
ける最大値が許容値を外れているような場合には、その時点で測定を終了することにより
、測定時間を短縮することができる。また、測定終了後にも最大値が測定された際の測定
条件がＬＣＤ１０に表示されているため、改めてその測定条件での測定を手動で確認する
ことも容易になる。なお、最大値に関する表示が不要の際には、設定キー１１を押すこと
により、ＣＰＵ５が、ＲＡＭ６に記憶されている最大値のデータを消去すると共に左側画
面１２ａに表示させている最大値に関する表示をすべて消去する。
【００３１】
また、報知部１３による各種のブザー音により、測定の経過および終了を容易に確認する
ことができるため、漏れ電流計１の監視が不要になる結果、測定時間の実質的な短縮を図
ることができる。
【００３２】
なお、本実施形態では、条件設定部２によって測定条件が自動的に設定される例について
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説明したが、本発明はこれに限定されず、手動によって測定条件を設定する測定装置
にも適用できる。

【００３３】
さらに、本実施形態では、漏れ電流測定を例に挙げて説明したが、本発明は、これに限定
されず、電圧測定や一般的な電流測定、および電力測定などの測定装置に適用が可能であ
り、また、最新に測定された測定値と最大値とを表示する場合に限らず、測定値と最小値
とを表示する場合、および、測定値と特定の条件に最も近い測定値とを表示する場合など
、種々の応用が可能である。さらに、同一の測定条件において複数回の測定を行い、その
同一測定条件下における測定値の最大値と、異なる測定条件下における測定値の最大値な
どとを同時に表示させることも可能である。
【００３４】
【発明の効果】
以上のように、請求項 記載の によれば、所定の測定条件下で測定された測定
値と、同種または異なる条件下で測定された測定値の最大 表示部に表示することによ
り、測定終了後まで待たなくても、測定中における測定値の最大 直ちに確認すること
ができる

【００３５】
また、請求項 記載の によれば、測定条件設定部が測定条件を自動的に設定す
ることにより、測定者は、自動測定中の任意の時に表示部の表示内容を確認することによ
り、表示されている最大 許容値を外れているか否かを容易に確認することができ
【００３６】
さらに、請求項 記載の によれ

報知の都度、表示部の表示内容を確認すること
により、 に対する連続的な監視が不要になり、これにより、測定時間を実質的に
短縮することができる。
【００３７】
また、請求項 記載の によれば、最大 対応する測定条件を表示することに
より、被測定装置の故障解析などに役立てることができる。
【００３８】
さらに、請求項 記載の によれば、現在測定された測定値、および既に測定さ
れた最 測定値にそれぞれ対応する測定条件を図形で表示することにより、測定者は、
表示部に表示されている測定値に対応する測定条件を直感的に理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る漏れ電流計の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る漏れ電流計におけるＬＣＤの表示画面図である。
【図３】（ａ）は、ＬＣＤに表示される図形であって正相接続状態に対応する図形図であ
り、（ｂ）は、逆相接続状態に対応する図形図であり、（ｃ）は、正常接続状態に対応す
る図形図であり、（ｄ）は、電源線が断線した単一故障状態に対応する図形図であり、（
ｅ）は、グランド線が断線した単一故障状態に対応する図形図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る漏れ電流計における自動測定処理を示すフローチャー
トである。
【図５】２本の電源線と１本のグランド線が被測定装置に正常に接続されている正常接続
状態を示す回路図である。
【図６】被測定装置に接続される電源線の１本が断線している単一故障状態を示す回路図
である。
【図７】被測定装置に接続されるグランド線が断線している単一故障状態を示す回路図で
ある。
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（漏
れ電流計）

１ 漏れ電流計
値を

値を
。また、表示部に表示される最大値が許容値を超えたときに測定を停止してその

旨を報知することにより、測定時間の実質的な短縮化を図ることができる。また、測定者
は、表示部の表示内容を測定終了時にのみ確認すればよく、漏れ電流計の監視を不要にす
ることができる。

２ 漏れ電流計

値が る。

３ 漏れ電流計 ば、測定条件設定部による測定条件の設定時毎
に、設定された旨を報知することにより、

漏れ電流

４ 漏れ電流計 値に

５ 漏れ電流計
大の



【図８】電源線が正相接続で被測定装置に接続されている状態を示す回路図である。
【図９】電源線が逆相接続で被測定装置に接続されている状態を示す回路図である。
【図１０】従来の漏れ電流計における測定処理を示すフローチャートである。
【図１１】従来の漏れ電流計における測定処理の際に表示される表示画面図である。
【図１２】従来の漏れ電流計における測定処理の終了時において測定値が一括的に表示さ
れている状態の表示画面図である。
【符号の説明】
１　漏れ電流計
２　条件設定部
５　ＣＰＵ
６　ＲＡＭ
１０　ＬＣＤ
１３　報知部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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